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これまでの経緯

2015年 不正会計問題

2016年 米原発関連会社ウェスティングハウスで巨額損失

2016年3月 東芝メディカル売却

2017年8月 東証２部降格

2017年12月 エフィッシモなど「物言う株主」への第三者割当増資

2018年 テレビ・PC事業から撤退

2021年1月 東証１部復帰

2021年4月 英投資ファンドCVCが買収提案（1株5,000円とされる）



なぜ非公開化？

経営陣替えろ

配当上げろ

事業売却しましょう

あそこに身売りしては？

誰かー！？

仕方がない

オリックス
ローム

中部電力
ゆうちょ銀行



現在の株主構成

出典：日本経済新聞

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC2345F0T20C23A3000000/


現在の株価とTOB価格

TOB価格：4,620円（+4.5%）



TOB成立に向けたハードル

● 各国競争法や投資規制法の手続きを終えられるか

● 東芝の取締役会および特別委員会が応募推奨を出せるか

● 株主がTOBに応募するか

● 対抗TOBが出てこないか（＝ポジティブなケース）

● 政府、産業界、物言う株主、経営陣の様々な思惑…

６ヶ月以内にまとまらなければ解除も

＝不成立のリスクは残る



保有？売り？

保有し続ける理由

● あと5%高く売れる可能性

● 対抗TOBで更に上がる可能性

● 不成立でも今後成長する？

売却する理由

● 不成立で株価下落・不安定化

● 成立でも4ヶ月の資金拘束

● 上場維持の場合、
またいつまでもズルズル…

5%に固執せず、売ってより良い銘柄に投資しては？



大株主はすでに売却

出典：ロイター

https://jp.reuters.com/article/toshiba-3d-idJPKBN2VV0GS


素晴らしい銘柄を探そう！

● 本当に素晴らしい銘柄は、長期間にわたって成長を続ける

● 見極めるポイントは、実績、ビジネスモデル、経営者の考え方

● 理想の投資法は「素晴らしい企業を見つけ、それを良いタイミングで買い、

素晴らしい企業である限り持ち続けること」

無料メールマガジンへのご登録を！


